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は
じ
め
に

春
日
大
社
に
、
平
成
二
十
一
年
よ
り
個
人
蔵
の
鎌
倉
期
写
の
楽
書
断
簡
二

葉
が
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
調
査
の
結
果
、
こ
れ
ら
は
、
現
在
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
「
春
日
楽
書
」
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。「
春

日
楽
書
」
は
、
南
都
興
福
寺
属
の
楽
人
狛
氏
に
伝
え
ら
れ
た
一
群
の
楽
書
で
、

『
楽
所
補
任
』
二
巻
と
と
も
に
伝
存
し
、『
高
麗
曲
』『
輪
台
詠
唱
歌
外
楽
記
』

『
舞
楽
古
記
』『
舞
楽
手
記
』『
楽
記
』
の
あ
わ
せ
て
五
巻
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
鎌
倉
期
の
書
写
に
な
る
も
の
で
あ
る
（
1
）。

断
簡
は
現
在
の
「
春
日
楽
書
」
に
は
欠
落
し
て
い
る
部
分
で
、
一
方
は
平

安
時
代
の
天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
か
ら
鎌
倉
時
代
後
期
の
弘
長
二
年
（
一

二
六
二
）
に
至
る
ま
で
の
楽
人
の
補
任
を
記
し
た
『
楽
所
補
任
』、
も
う
一

方
は
舞
楽
曲
「
羅
陵
王
」
の
楽
譜
（
舞
譜
）
を
中
心
に
し
た
『
舞
楽
手
記
』

の
一
部
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
両
断
簡
の
内
容
は
、
現
在
の
春
日
大
社
蔵
本
（
以
下
、

春
日
本
と
略
称
）
に
は
欠
け
て
い
る
が
、「
春
日
楽
書
」
の
他
の
伝
本
に
は

存
在
す
る
た
め
、
そ
の
本
文
は
あ
る
程
度
類
推
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
春
日
大
社
に
蔵
さ
れ
る
原
本
に
は
欠
落
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い

た
箇
所
が
出
現
し
た
こ
と
で
、
他
の
伝
本
に
拠
る
し
か
な
か
っ
た
部
分
が
、

現
物
に
よ
っ
て
検
証
可
能
に
な
っ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。

本
稿
で
は
、
こ
の
断
簡
二
葉
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
『
楽
所
補

任
』『
舞
楽
手
記
』
の
ど
こ
に
位
置
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
ら
断

簡
の
出
現
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
何
点
か
の
問
題
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

一
『
楽
所
補
任
』
断
簡
に
つ
い
て

ま
ず
、『
楽
所
補
任
』
断
簡
（
写
真
1
）
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
そ
の
前

に
春
日
大
社
蔵
の
『
楽
所
補
任
』
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
（
2
）。
同
社
蔵
の
『
楽

所
補
任
』
は
、
巻
子
本
二
軸
、
法
量
は
縦
二
九
・
五
糎
、
一
紙
お
お
よ
そ
五

〇
糎
内
外
、
一
紙
の
行
数
は
一
七
〜
二
〇
行
で
あ
る
。
料
紙
は
楮
紙
で
、
漉

き
返
し
の
紙
に
雲
母
引
き
、
紙
数
三
六
紙
。
末
尾
の
一
紙
を
除
く
上
巻
す
べ
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て
と
下
巻
の
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
の
年
記
ま
で
は
、
縦
横
に
墨
界
を
引

き
、
上
下
を
十
三
段
に
区
切
る
。
上
巻
末
尾
の
一
紙
お
よ
び
下
巻
寛
元
二
年

の
年
記
の
次
行
以
降
は
、
天
地
の
横
界
と
縦
界
線
の
み
を
引
い
て
い
る
。

上
巻
末
尾
に
、

嘉
禎
二
年
〈
丙
申
〉
正
月

日
、
書
写
之
。

五
十
二
年
之
間
補
任
料
紙
三
十
五
枚
。
（
3
）

と
の
識
語
を
記
す
。

上
巻
は
、
天
仁
元
年
か
ら
保
元
三
年
（
一
一
五
八
）、
下
巻
は
平
治
元
年

（
一
一
五
九
）
か
ら
弘
長
二
年
に
至
る
一
五
五
年
間
の
補
任
を
記
し
て
い
る
。

各
年
の
は
じ
め
に
通
し
番
号
を
付
す
が
、
上
下
巻
と
も
巻
首
・
巻
末
が
欠
損

し
て
お
り
、
上
巻
冒
頭
の
一
天
仁
元
年
・
二
二
年
条
の
全
文
と
三
天
永
元
年

（
一
一
一
〇
）
前
半
部
分
、
上
巻
末
尾
の
五
十
保
元
二
年
条
後
半
部
分
、
五
十

一
同
三
年
条
全
文
、
下
巻
巻
首
の
五
十
二
平
治
元
年
条
前
半
部
分
、
下
巻
末
尾

の
弘
長
二
年
条
全
文
な
ど
が
欠
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
下
巻
巻
首
部
分
を
除
く
箇
所
は
他
の
伝
本
に
存
在
し
、

本
文
を
復
原
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
（
4
）。

本
断
簡
は
、
春
日
本
残
存
部
分
と
他
の
伝
本
と
の
比
較
に
よ
り
、
上
巻
末

尾
の
保
元
二
年
条
後
半
部
分
・
同
三
年
に
相
当
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

断
簡
の
法
量
は
、
縦
二
九
・
三
糎
、
横
四
八
・
六
糎
。
春
日
本
に
比
し
て

縦
の
寸
法
が
短
い
が
、
料
紙
の
下
端
の
文
字
が
切
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ

と
か
ら
す
る
と
、
料
紙
の
下
が
切
ら
れ
た
も
の
か
と
推
察
さ
れ
る
。
料
紙
は

楮
紙
で
、
漉
き
返
し
の
紙
に
雲
母
引
き
。
縦
横
に
墨
界
を
引
き
、
上
下
を
十

三
段
に
区
切
っ
て
い
る
。
四
八
・
二
糎
の
箇
所
に
紙
継
ぎ
が
あ
り
、
こ
れ
以

降
〇
・
四
糎
ほ
ど
の
料
紙
は
縦
界
線
の
み
で
あ
る
。
断
簡
全
体
の
本
文
は
十

九
行
存
す
る
。

料
紙
の
寸
法
・
状
態
、
な
ら
び
に
界
線
の
引
き
方
が
春
日
本
『
楽
所
補

任
』
と
同
じ
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
の
ツ
レ
と
認
め
ら
れ
る
。
断
簡
の
紙
継
ぎ

以
降
の
料
紙
が
異
な
る
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

以
下
に
、
春
日
本
上
巻
末
尾
の
保
元
元
年
以
降
の
本
文
を
掲
出
し
、
つ
い

で
断
簡
の
翻
刻
本
文
を
あ
げ
る
。

◆
春
日
本

＊
圏
点
・
鈎
点
な
ど
は
す
べ
て
朱
筆
で
あ
る
の
で
、
朱
筆
の
注
記
は
し
な
か
っ
た
。
以
下
、
同
様
。

（
朱
）
四
九
○
保
元
元
年
〈
丙
子
〉

○
左
近
将
監
光
時
〈
五
位
／
左
一
〉
○
雅
楽
允
時
秋
笙
一
(朱
）
笛
一

属
小
部
清
兼
十
一
月
廿
八
日
任

○
左
近
府＊

生
行
則

光
近

助
種
三
月
四
（
日
）
任

○
右
近
将
曹
元
秋

忠
節
右
一

成
方

○
右
衛
門
志
好
方

○
右
兵
衛
志
公
廉

〽
則
元
〈
六
月
廿
四
日
／
中
風
〉

○
内
舎
人
元
賢

忠
光

○
左
近
府
生
行
時

季
時

〽
光
秋
〈
月
日
卒
／
年
〉
是
光

光
久

光
行
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兼
次

則
近

種
方

光
助

行
近

○
右
近
府
生
清
貞

光
元

正
光

為
持

○
左
衛
門
府
生
節
行
近
元

元
延

末
正
篳
篥

為
近

兼
則
篳
篥

則
広

近
成

国
友

宗
清

為
成

貞
成

（
朱
）
五
十
○
同
二
年
〈
丁
丑
〉

○
左
近
将
監
光
時
〈
五
位
／
左
一
〉
○
雅
楽
允
時
秋
笙
一

○
左
近
将
曹
行
則

光
近

助
種

○
右
近
将
曹
元
秋

忠
節
右
一

成
方

○
雅
楽
属
清
包
笛

○
右
衛
門
志
好
方

○
右
兵
衛
志
〽
公
廉
〈
九
月
日
卒
／
年
〉
○
内
舎
人
元
賢

忠
光

＊
「
府
生
」
を
見
せ
消
ち
し
て
「（
朱
）
将
曹
」。

◆
断
簡
《
翻
刻
》

○
左
近
府
生
行
時

季
時

光
秋

是
光

光
久

光
行

兼
次

則
近

種
方

光
助

行
近

狛
光
景
〈
四
月
廿
日
任
／
光
時
孫
〉
小
部
清
近
〈
月
日
任
／
清
延
孫
〉

○
右
近
府
生
清
貞
三
鼓
光
元
笙
正
光
篳
篥

為
持
笙

○
左
衛
門
府
生
節
行
近
元

元
延

末
正
篳
篥

為
近

兼
則
篳
篥

則
広

近
成

為
近

国
友
カ
コ

宗
清
三
鼓

為
成

貞
成

（
朱
）
五
十
一
○
同
三
年
〈
戊
寅
〉
（
朱
）
二
条
院
御
宇

○
左
近五
位

将
監賞

光
時
〈
五
位
／
左
一
〉
○
五
々

新
﹇
﹈
賞

散
位
時
秋
〈
正
月
十
日
朝
覲
行
幸
賞
／
叙
五
位

笙
一
〉

○
右
近
将
監
忠
節
〈
正
月
十
日
朝
覲
行
幸
賞
任
／
右
一
〉
○
左
兵
衛
尉
光
近
〈
五
月
廿
九
日
任
内
教
防
／
妓
女
舞
師
賞
〉

○
左
近
将
曹
行
則

助
種

○
右
近
将
曹
〽
元
秋
〈
八
月
十
三
日
卒
／
年
〉
成
方
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○
雅
楽
属
清
包

○
左
衛
門
志
狛
光
好
〈
六
月
七
日
任

光
時
孫
也

朝
覲
行
詔
賞
／
則
康
入
道
男

年
十
五
〉

○
右
衛
門
志
好
方

○
内
舎
人
元
賢

忠
光

多
近
久
〈
月
日
任
元
武
者
所
／
近
方
二
男
〉

○
左
近
府
生
行
時

季
時

是
光

光
久

光
重
還
任

光
行

兼
次

則
近

種
方

光
助

行
近

光
景

清
近

助
正

○
右
近
府
生
清
貞

光
元

正
光

為
持

○
左
衛
門
府
生
節
行
近
元

元
延

末
正

為
近

兼
則

則
広

近
成

国
成

こ
れ
を
見
る
と
、
断
簡
の
本
文
八
行
目
に
「
五
十
一
」「
同
三
年
」
と
あ

る
の
で
、
こ
の
箇
所
は
、
春
日
本
で
通
し
番
号
「
五
十
」
と
付
さ
れ
た
保
元

二
年
条
の
後
半
七
行
分
と
、
保
元
三
年
条
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
欠
脱
の

な
い
伝
本
の
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
蔵
『
楽
人
補
任
』（
享
保

二
年
（
一
七
一
七
）
大
神
行
真
写
）、
春
日
本
の
模
写
本
で
あ
る
同
所
窪
家

旧
蔵
『
補
任
』
上
巻
の
該
当
部
分
と
比
較
す
る
と
、
本
断
簡
は
、
確
か
に
保

元
二
年
条
後
半
と
保
元
三
年
条
全
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
右
に
掲
げ
た
春
日
本
と
断
簡
と
が
連
続
し
て
い
る
と
み
な
し
て
、

元
年
と
二
年
に
記
さ
れ
る
人
物
を
一
覧
し
て
み
る
と
、
死
去
し
た
者
、
新
し

く
任
官
し
た
者
を
除
き
、
記
さ
れ
る
人
物
は
、
序
列
ま
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
（
5
）。
そ
う
す
る
と
、
本
断
簡
は
、
春
日
本
の
保
元
二
年
条
の

残
存
部
分
に
直
接
つ
な
が
る
も
の
と
認
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。

本
断
簡
の
末
尾
は
縦
界
線
の
み
の
料
紙
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
の
引
用
部

分
に
続
く
春
日
本
上
巻
最
末
尾
の
、
識
語
が
記
さ
れ
た
料
紙
と
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
本
断
簡
は
、
春
日
本
の
保
元
二
年
条
残
存

部
分
と
、
識
語
部
分
の
間
に
位
置
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

す
る
と
、
本
断
簡
の
出
現
に
よ
っ
て
、
春
日
本
『
楽
所
補
任
』
上
巻
末
尾

の
欠
落
箇
所
は
、
原
本
に
よ
っ
て
確
認
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
と

え
ば
、
他
の
伝
本
の
本
文
で
不
審
な
箇
所
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
が
も
と
も

と
春
日
本
に
あ
っ
た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
春
日
本
を
書
写
し
た
際
の
も

の
な
の
か
、
と
い
っ
た
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
例
を
、
二
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
は
、
断
簡
の
五
行
目

と
六
行
目
に
記
さ
れ
る
「
為
近
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
楽
所
補
任
』
に
よ

る
と
、
こ
れ
は
「
紀
為
近
」
と
い
う
右
方
の
舞
人
で
、
久
安
元
年
（
一
一
四

五
）
に
左
衛
門
府
生
に
任
じ
ら
れ
、
応
保
元
年
（
一
一
六
一
）
に
没
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

同
じ
人
物
が
、
昇
進
な
ど
に
よ
り
同
年
に
二
度
記
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
も
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の
の
、
そ
の
際
は
何
ら
か
の
注
記
が
施
さ
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
り
、「
為

近
」
に
は
何
の
注
記
も
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
か
の
記
述
が
誤
り

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

春
日
本
で
前
年
の
記
事
を
見
る
と
、「
為
近
」
の
左
衛
門
府
生
中
の
序
列

は
五
位
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
応
保
元
年
に
没
す
る
ま
で
彼
が
こ
の
位
置

に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
保
元
二
年
条
で
も
、
左
衛
門
府
生
中
の
五
位

に
あ
た
る
五
行
目
の
記
述
が
正
し
く
、
六
行
目
は
誤
り
か
と
推
察
さ
れ
る
。

他
の
伝
本
で
も
「
為
近
」
が
重
複
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
春
日

本
で
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
推
定
は
こ
れ
ま

で
も
可
能
で
あ
っ
た
が
、
保
元
二
年
条
を
欠
く
春
日
本
で
は
確
認
の
し
よ
う

が
な
く
、
後
者
の
「
為
近
」
が
誤
り
で
あ
る
、
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
本
断
簡
に
よ
り
、
春
日
本
で
も
「
為
近
」
が
二
度
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

春
日
本
の
親
本
で
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
嘉
禎

二
年
（
一
二
三
六
）
に
春
日
本
が
書
写
さ
れ
た
段
階
で
、「
為
近
」
は
重
複

し
て
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

も
う
一
点
、
断
簡
本
文
末
尾
の
「
国
成
」
と
い
う
人
物
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
人
物
は
、『
楽
所
補
任
』
で
は
保
元
三
年
条
に
の
み
登
場
す
る
が
、
管

見
の
限
り
、
該
当
す
る
人
物
を
見
い
だ
せ
な
い
。

あ
る
人
物
が
、『
楽
所
補
任
』
の
一
五
五
年
に
わ
た
る
記
録
の
中
で
特
定

の
一
年
に
だ
け
記
さ
れ
る
、
と
い
う
の
も
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
際
、

保
元
三
年
に
記
さ
れ
る
人
物
の
う
ち
、「
国
成
」
の
ほ
か
に
も
左
近
府
生
末

尾
の
「
助
正
」
は
、
こ
の
年
に
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
（
6
）。
し
か
し
、
こ
の
二

名
を
除
く
三
九
名
が
複
数
年
以
上
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
一

年
だ
け
記
載
さ
れ
る
人
物
は
そ
う
多
く
は
な
い
、
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
前
年
の
保
元
二
年
条
の
同
じ
箇
所
を
見
る
と
、「
国
成
」
で
は

な
く
「
国
友
」
と
あ
る
。
こ
の
「
国
友
」
は
、『
楽
所
補
任
』
に
よ
れ
ば
、

久
安
六
年
（
一
一
五
〇
）
に
左
衛
門
府
生
に
任
じ
ら
れ
て
以
降
、
長
寛
元
年

（
一
一
六
三
）
ま
で
登
場
す
る
「
六
人
部
国
友
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題

に
し
て
い
る
保
元
三
年
条
に
の
み
名
前
が
見
え
な
い
。
す
る
と
、
保
元
三
年

条
末
尾
の
「
国
成
」
は
、
保
元
三
年
に
の
み
登
場
す
る
、
伝
未
詳
の
「
国

成
」
と
す
る
よ
り
も
、
保
元
三
年
を
除
く
十
三
年
間
記
載
さ
れ
る
「
国
友
」

の
誤
り
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

先
の
場
合
と
同
様
、
他
の
伝
本
で
も
「
国
成
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

お
そ
ら
く
春
日
本
の
段
階
で
「
国
成
」
と
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
推

測
は
可
能
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
も
本
断
簡
に
よ
り
、
春
日
本
の
本
文
を
確

か
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
春
日
本
の
親
本
で
の
記
述
は
不
明

な
が
ら
、
少
な
く
と
も
春
日
本
で
は
、「
国
成
」
と
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
他
の
伝
本
に
拠
る
限
り
、
そ
の
伝
本
を
書
写
し
た
段
階
の

誤
り
か
、
あ
る
い
は
春
日
本
の
時
点
で
の
も
の
な
の
か
判
断
の
つ
か
な
か
っ

た
問
題
が
、
本
断
簡
に
よ
り
、
写
本
で
の
誤
写
で
は
な
く
、
春
日
本
の
段
階

で
そ
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

二
『
舞
楽
手
記
』
断
簡
に
つ
い
て

次
に
、
も
う
一
方
の
断
簡
（
写
真
2
）
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
ち
ら
は
、
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「
春
日
楽
書
」
中
の
『
舞
楽
手
記
』
の
一
部
で
あ
る
。『
舞
楽
手
記
』
は
、
前

述
の
よ
う
に
、
舞
楽
曲
「
羅
陵
王
」
の
舞
譜
を
中
心
に
記
し
た
楽
書
で
あ
る
（
7
）。

断
簡
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
春
日
大
社
蔵
の
『
舞
楽
手
記
』
に
つ
い

て
記
す
。
同
社
蔵
『
舞
楽
手
記
』
は
、
巻
子
本
一
軸
、
法
量
は
縦
二
九
・
六

糎
。
紙
数
は
十
六
紙
で
、
一
紙
の
長
さ
は
一
定
し
な
い
。
料
紙
は
楮
紙
。
天

に
三
条
、
地
に
一
条
の
横
界
と
縦
界
線
を
引
く
。
現
在
は
別
紙
に
よ
り
料
紙

の
天
地
が
補
強
さ
れ
て
お
り
、
全
体
の
寸
法
は
、
縦
三
二
・
三
糎
で
あ
る
。

一
方
、
断
簡
の
法
量
は
、
縦
二
九
・
六
糎
、
横
五
〇
・
三
糎
で
、
四
五
・

九
糎
の
箇
所
に
紙
継
ぎ
が
あ
る
。
天
に
三
条
、
地
に
一
条
の
横
界
と
縦
界
線

が
引
か
れ
て
い
る
。
別
紙
で
の
補
強
に
よ
り
、
天
地
の
寸
法
は
縦
三
二
・
三

糎
と
な
っ
て
お
り
、
十
九
行
分
の
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

料
紙
の
寸
法
、
界
線
、
補
修
の
状
態
な
ど
が
『
舞
楽
手
記
』
と
同
じ
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
断
簡
は
『
舞
楽
手
記
』
の
ツ
レ
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

春
日
本
『
舞
楽
手
記
』
に
は
、「
羅
陵
王
」
の
舞
譜
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
楽
曲
の
構
成
は
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
の
奥
書
を
も
つ
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
〔
羅
陵
王
舞
譜
〕
（
8
）に
よ
る
と
、「
乱
序
」
一
帖
・「
囀
」
二
段
・「
嗔

序
」
二
段
・「
祢
取
」・「
荒
序
」
八
帖
・「
入
破
」
二
帖
と
か
ら
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
「
乱
序
」
は
六
段
か
ら
な
り
、
第
五
段
・
第
六
段
は
さ
ら
に
三
段

に
分
か
れ
て
い
る
。

春
日
本
は
冒
頭
を
欠
き
、
現
在
は
、「
乱
序
」
第
六
段
の
第
二
段
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。
一
方
、
春
日
本
を
書
写
し
た
と
思
わ
れ
る
寛
文
六
年
（
一
六

六
六
）
写
の
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
荒
序
譜
』（
以

下
、
内
閣
本
と
略
称
（
9
））・
豊
氏
本
家
蔵
『
荒
序
舞
譜
』（
以
下
、
豊
家
本
と
略

称
）
（

）に
は
、
春
日
本
よ
り
も
若
干
多
く
、
乱
序
第
五
段
の
第
二
段
か
ら
の
本

10
文
が
存
在
す
る
（

）。
両
本
に
よ
り
、
春
日
本
に
は
欠
け
て
い
る
「
乱
序
」
第
五

11

段
の
第
二
段
・
第
三
段
、
第
六
段
の
第
一
段
の
本
文
が
知
ら
れ
る
。

内
閣
本
は
行
取
り
や
欠
損
箇
所
ま
で
春
日
本
に
忠
実
に
書
写
し
て
お
り
、

豊
家
本
も
行
取
り
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
春
日
本
の
欠
損
箇
所
を
示
す
な
ど
、

両
本
と
も
に
親
本
に
忠
実
な
書
写
態
度
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
本
と
も

に
書
写
さ
れ
た
時
点
で
の
春
日
本
の
欠
損
の
状
態
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と

い
え
る
。

そ
こ
で
次
に
は
、
断
簡
の
本
文
と
、
行
取
り
ま
で
春
日
本
に
忠
実
な
内
閣

本
冒
頭
の
、
本
断
簡
に
相
当
す
る
箇
所
の
全
文
を
掲
出
す
る
。
内
閣
本
の
二

重
傍
線
部
は
、
断
簡
本
文
で
は
破
損
な
ど
に
よ
り
文
字
の
確
認
が
で
き
な
い

箇
所
で
あ
る
。
な
お
、
春
日
本
で
は
内
閣
本
引
用
箇
所
の
次
行
よ
り
本
文
が

存
在
す
る
。

◆
断
簡
《
翻
刻
》

突
〈
左
右
〉
手
右
下
左
膝
突
〔

〕（
膝
）
突
替
右
下
左
〔

〕

西
向
天
右
桴
懸
右
肩
左
印
懸
□
（
肩
）
右
桴
懸
右
（
肩
）〈
左
右
〉
足
縮
〔

〕

南
向
天
小
踊
〈
右
足
前
／
左
足
後
〉
居
右
膝
突
・
左
伏
肘
打
右
桴
膝
突
以
桴
右

132



上
見
如
書
日
手
□
□
本
左
伏
肘
腰
突
伏
肘
〔

〕

下
左
膝
突
替
左
下
右
膝
突
替
右
下
左
膝
突
替
・
立
〔

〕

桴
未
右
手
上
桴
本
左
手
下
如
雙サ
ウ

龍
舞
急
随
拍
子
早
頻
ハ
ヤ
□
キ
リ

ニ

南
寄
天
北
廻
向
後ウ
シ
ロ

尻
走
〈
左
右
〉
手
〈
左
右
〉
腰
付
天
上
見

第
三
段

北
向
天
如
初
桴
出
目
懸
前
走
居
〈
右
膝
突
／
如
以
前
〉・
平
躍
天
諸
去
〔

〕

左
肩
右
膝
突
替
以
印
懸
右
肩
左
膝
突
替
以
桴
懸
左
肩

右
膝
突
替
・
立
時
巽
躍
向＊

天
前
走
〈
踳
走
立
々
／
漸
起
也
〉
小
躍
〈
右
足
踏
／
左
足
跳
〉
右
足
跂
天

左
伏
肘
打
時
以
桴
腰
突

天
桴
ト
伏
肘
ト
違
後
見
（
還
）
天
〔

〕

成
天
右
廻
寄
天
北
向
天
下
天
上
見

第
三 ”六

段
〈
号
少
膝
巻

常
舞
之
／
初
段
也
〉

北
向
天
如
大
膝
巻
前
走
居
〈
右
膝
突
／
如
以
前
〉・
以
桴
舞
台
地
立
左
腰
付

以
桴
右
上
見
桴
崎
天
上
又
如
本
桴
立
・
又
小
躍
居
〈
右
膝
突
／
左
足
袍
□
□
□
〉
西
（
躍
）

向
諸
去
肘
又
小
躍
打
覆
已
上
乍
居
躍
也
立
天
如
北
向
居
〔

〕

」（
紙
継
ぎ
）

左
伏
肘
右
腰
付
西
見
様
如
書
日
手
如
本
直
天
伏
肘
下
天
以
右
桴
地

布
突
天
立

＊
「
〽
口
伝
ニ
躍
乍
居
」
と
の
傍
書
。

◆
内
閣
本

突
〈
左
右
〉
手
右
下
左
膝
突
―
―
左
膝
突
替
右
下
左
膝
突
―

西
向
天
右
桴
懸
右
肩
左
印
懸
右
肩
右
桴
懸
右
肩
〈
左
右
〉
足
縮

南
向
天
小
踊
〈
右
足
前
／
左
足
後
〉
居
右
膝
突
・
左
伏
肘
打
右
桴
腰
突
以
桴
右

上
見
如
日
書
手
[
]―
本
左
伏
肘
腰
突
伏
肘
―
―
―
―
―
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下
左
膝
突
替
左
下
右
膝
突
替
右
下
左
膝
突
替
立
―
―
―

桴
未
右
手
上
桴
本
左
手
下
如
雙サ
ウ

龍
舞
急
随
拍
子
早
頻
ニ

南
寄
天
北
廻
向
後
尻
走
〈
左
右
〉
手
〈
左
右
〉
腰
付
天
上
見

第
三
段

」（
一
オ
）

北
向
天
如
初
桴
出
目
懸
前
走
居
〈
右
膝
突
／
如
以
前
〉
平
躍
天
諸
去
―
―

左
肩
右
膝
突
替
以
印
懸
右
肩
左
膝
突
替
以
桴
懸
左
肩

右
膝
突
替
立
時
巽
躍
向＊

天
前
走
〈
踳
走
立
々
／
漸
起
也
〉
小
躍
〈
右
足
踏
／
左
足
跳
〉
右
足
跂
天

左
伏
肘
打
時
以
桴
腰
突

天
桴
ト
伏
肘
ト
違
後
見
還
天
﹇

﹈
本

成
天
右
廻
寄
天
北
向
天
下
天
上
見

第
三
（
朱
）
六

段
〈
号
少
膝
巻

常
舞
之
／
初
段
也
〉

北
向
天
如
大
膝
巻
前
走
居
〈
右
膝
突
／
如
以
前
〉
以
桴
舞
台
地
立
左
腰
付

以
桴
右
上
見
桴
崎
天
上
又
如
本
桴
立
・
又
小
躍
居
〈
右
膝
突
／
左
足
袍
―
―
〉
西
躍

」（
一
ウ
）

向
諸
去
肘
又
小
躍
打
覆
已
上
乍
居
躍
也
立
天
如
北
向
居
―
―
―

左
伏
肘
右
腰
付
西
見
様
如
書
日
手
如
本
直
天
伏
肘
下
天
以
右
桴
地

布
突
天
立

＊
「
〽
口
伝
ニ
躍
乍
居
」
と
の
傍
書
。

両
者
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、
行
取
り
は
一
致
し
、
内
閣
本
で
は
書
写
時

点
で
の
春
日
本
の
破
損
箇
所
が
朱
筆
の
「
―
」
で
表
さ
れ
て
い
る
が
、
破
損

箇
所
を
除
け
ば
本
文
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
る
と
、
本
断
簡
は
、

内
閣
本
お
よ
び
豊
家
本
の
冒
頭
箇
所
に
あ
た
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

現
在
の
春
日
本
が
、
内
閣
本
の
右
の
引
用
箇
所
の
次
行
か
ら
存
在
す
る
こ

と
を
勘
案
す
る
と
、
断
簡
の
本
文
末
尾
は
、
春
日
本
冒
頭
に
そ
の
ま
ま
接
続

す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
本
断
簡
は
、
こ
れ
ま
で
欠
落
の
た
め
に
本
文

が
確
認
で
き
な
か
っ
た
、
春
日
本
『
舞
楽
手
記
』
の
冒
頭
箇
所
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
断
簡
の
存
在
に
よ
り
、
こ
れ
が
少
な
く
と
も
内
閣
本
が
書
写
さ

れ
た
江
戸
初
期
の
段
階
で
は
、
春
日
本
冒
頭
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
た
だ
し
、
断
簡
も
「
乱
序
」
第
二
段
の
途
中
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
た
め
、
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こ
れ
よ
り
前
の
箇
所
は
、
江
戸
初
期
の
時
点
で
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
と
推

察
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
断
簡
と
内
閣
本
の
本
文
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
内

閣
本
の
二
重
傍
線
部
に
着
目
す
る
と
、
断
簡
で
は
文
字
が
欠
け
て
い
る
、
ま

た
は
判
読
し
に
く
い
箇
所
が
、
内
閣
本
の
書
写
時
点
で
は
判
読
で
き
て
い
た

箇
所
が
複
数
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

た
と
え
ば
断
簡
二
行
目
中
央
の
「
左
印
」
に
続
く
文
字
は
「
懸
□
（
肩
）」

と
な
っ
て
い
て
、
破
損
に
よ
り
判
読
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
が
、
内
閣
本
で

は
明
確
に
「
懸
右
肩
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
内
閣
本
が
書
写
さ
れ
た
江
戸
初

期
の
春
日
本
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（

）。
12

次
に
、『
楽
所
補
任
』
断
簡
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
他
の
伝
本
で
は
判
断

の
つ
き
に
く
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。

た
と
え
ば
、
断
簡
の
十
四
行
目
に
「
第
三
段
」
の
「
三
」
を
朱
筆
の
点
で

見
せ
消
ち
し
、
小
字
で
「
六
」
と
記
し
た
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
「
羅

陵
王
」
の
「
乱
序
」
第
六
段
に
当
た
る
の
だ
が
、
前
段
の
「
乱
序
」
第
五
段

の
う
ち
の
「
第
三
段
」
に
引
き
ず
ら
れ
た
の
か
、
誤
っ
て
「
第
三
段
」
と
書

い
た
も
の
を
「
六
」
と
訂
正
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
箇
所
を

内
閣
本
・
豊
家
本
に
よ
っ
て
確
認
す
る
と
、
内
閣
本
で
は
「
第
三
段
」
の
右

に
朱
筆
で
「
六
」
と
あ
り
、
豊
家
本
で
は
見
せ
消
ち
は
な
く
、「
第
六
段
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

内
閣
本
・
豊
家
本
に
拠
っ
て
春
日
本
の
本
文
を
類
推
す
る
し
か
な
い
状
態

で
も
、
断
簡
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
春
日
本
で
「
三
」
を
訂
正
し
て
「
六
」

と
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
春
日
本

に
は
、
豊
家
本
の
よ
う
に
「
第
六
段
」
と
あ
っ
た
の
を
、
内
閣
本
で
の
書
写

の
際
に
書
き
誤
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。

こ
の
箇
所
は
、
本
断
簡
で
は
「
三
」
を
見
せ
消
ち
し
て
「
六
」
と
訂
し
て

あ
る
た
め
、
春
日
本
で
は
「
三
」
を
「
六
」
と
訂
正
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
す
る
と
、
内
閣
本
は
春
日
本
の
形
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
も
の
で
あ

り
、
豊
家
本
は
、
春
日
本
の
訂
正
後
の
本
文
を
採
用
し
た
と
判
断
で
き
る
の

で
あ
る
。お

わ
り
に

以
上
、
春
日
大
社
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
断
簡
二
葉
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
「
春
日
楽
書
」
中
の
『
楽
所
補
任
』『
舞
楽
手
記
』
の
一
部
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
本
断
簡
の
出
現
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
他
の
伝
本
に
よ
っ

て
春
日
本
の
状
態
を
推
測
す
る
し
か
な
く
、
明
確
な
判
断
が
で
き
な
か
っ
た

部
分
が
、
春
日
本
そ
れ
自
体
で
あ
る
断
簡
の
本
文
に
よ
っ
て
確
か
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
楽
所
補
任
』
断
簡
に
よ
り
、『
楽
所
補
任
』
の
上
巻
は
、
巻
首
部
分
を
除

い
て
春
日
本
の
本
文
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
『
舞
楽
手
記
』
断

簡
に
よ
っ
て
春
日
本
の
冒
頭
部
分
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、「
春
日
楽

書
」
を
研
究
す
る
う
え
で
重
要
な
こ
と
と
い
え
よ
う
。

末
筆
な
が
ら
、
貴
重
な
資
料
の
調
査
・
翻
刻
を
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た

御
所
蔵
者
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
資
料
の
閲
覧
・
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
春
日
大
社
、
上
野
学
園
日
本
音
楽
史
研
究
所
は
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・写真1『楽所補任』断簡

じ
め
諸
機
関
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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・写真2『舞楽手記』断簡

注（1
）
「
春
日
楽
書
」
に
つ
い
て
は
、『
日
本
古
典
音
楽
文
献
解
題
』（
講
談
社
、

昭
和
六
二
年
、「
春
日
楽
書
」
項
は
福
島
和
夫
氏
執
筆
）、
平
出
久
雄
氏
「
楽

所
補
任
私
考
」（『
東
洋
音
楽
研
究
』
二
、
昭
和
十
二
年
）、
福
島
和
夫
氏

「『
楽
人
補
任
』
と
そ
の
逸
文
に
つ
い
て
」（『
日
本
音
楽
史
叢
』
和
泉
書
院
、

平
成
十
九
年
、
初
出
昭
和
五
三
年
）、「
狛
近
真
の
臨
終
と
順
良
房
聖
宣
」

（
同
書
、
初
出
昭
和
五
七
年
十
一
月
）、
第
十
回
特
別
展
観
解
題
目
録
『
中
世

の
音
楽
資
料
―
鎌
倉
時
代
を
中
心
に
―
』（
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
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（
現
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
）、
昭
和
六
一
年
）、
櫻
井
利
佳
氏

「
春
日
大
社
蔵
〔
楽
記
〕
に
つ
い
て
、
付
、
紙
背
〔
打
物
譜
〕
翻
刻
」（
二
松

学
舎
大
学

世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
雅
楽
・
声
明
資
料
集

第
二
輯
』、

21

平
成
十
九
年
）
等
参
照
。

（
2
）
『
楽
所
補
任
』
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
1
）
平
出
久
雄
氏
・
福
島
和
夫

氏
論
考
、
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
第
五
回
特
別
展
観
『
日
本
音
楽
資
料

展
出
陳
目
録
』（
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
、
昭
和
五
四
年
）、
上
野
学
園

創
立
八
十
五
周
年
記
念
展
観
『
音
楽
相
承
系
譜
と
楽
人
補
任
記
』（
同
上
、

平
成
元
年
）、
神
田
邦
彦
氏
「『
舞
楽
手
記
』
筆
者
・
成
立
考

付
『
楽
所
補

任
』
の
筆
跡
に
つ
い
て
」（
磯
水
絵
氏
編
『
論
集

文
学
と
音
楽
史

詩
歌

管
絃
の
世
界
』
和
泉
書
院
、
平
成
二
五
年
）
等
参
照
。

（
3
）
翻
刻
に
際
し
て
は
、
原
則
と
し
て
旧
字
体
は
通
行
の
字
体
と
し
、
適
宜
句

読
点
を
付
し
た
。
改
行
位
置
は
／
で
示
し
、〈

〉
内
は
割
注
、
虫
損
に
よ

る
欠
字
は
□
、
欠
損
箇
所
は
相
当
字
数
分
を
〔

〕
で
表
す
。
残
画
に
よ
る

推
定
は
（

）
で
示
し
、
判
読
不
能
字
は
[
]と
し
た
。
以
下
、
同
様
。

（
4
）
『
楽
所
補
任
』
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
福
島
和
夫
氏
前
掲
注
（
1
）「『
楽

人
補
任
』
と
そ
の
逸
文
に
つ
い
て
」
に
詳
し
い
。
な
お
、
同
論
文
で
は
、
福

島
氏
に
よ
る
春
日
本
の
欠
落
箇
所
の
指
摘
お
よ
び
上
下
巻
巻
首
の
逸
文
推
定

案
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
保
元
元
年
・
二
年
の
相
違
点
と
し
て
は
、
保
元
元
年
に
死
去
し
た
右
兵
衛

志
（
尾
張
）
則
元
が
二
年
に
は
見
え
な
い
こ
と
、
保
元
二
年
に
は
新
し
く

「
左
近
府
生
」
に
任
官
し
た
狛
光
景
・
小
部
清
近
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
、

保
元
元
年
に
雅
楽
属
に
任
じ
ら
れ
た
小
部
清
兼
（
清
包
）
が
両
年
で
記
さ
れ

る
場
所
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
春
日
本
の
保
元
元

年
条
で
没
し
た
と
注
記
さ
れ
る
「
光
秋
」
が
、
保
元
二
年
条
に
も
登
場
し
て

い
る
の
は
不
審
だ
が
、
他
の
伝
本
で
も
「
光
秋
」
は
保
元
二
年
条
に
も
記
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
保
元
二
年
の
左
衛
門
府
生
の
五
番
目
と
九
番
目
に
「
為

近
」
が
記
さ
れ
て
い
る
の
も
不
審
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
6
）
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
白
河
・
鳥
羽
両
院
の
下
北
面
で
あ
っ
た
藤
原

宗
康
の
子
に
「
助
正
」
が
い
る
。

（
7
）
『
舞
楽
手
記
』
に
つ
い
て
は
、
福
島
和
夫
氏
前
掲
注
（
1
）「
狛
近
真
の
臨

終
と
順
良
房
聖
宣
」、
神
田
邦
彦
氏
前
掲
注
（
2
）
論
考
、「
春
日
大
社
蔵

『
舞
楽
手
記
』
検
証
―
『
舞
楽
手
記
』
諸
本
考
―
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』

五
、
平
成
二
二
年
）、
岸
川
佳
恵
・
神
田
邦
彦
氏
「
春
日
大
社
蔵
『
舞
楽
手

記
』
翻
刻

付
解
題
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』
五
、
平
成
二
二
年
）、
拙
稿

「
秘
伝
の
相
承
と
楽
書
の
生
成
（
1
）
―
〔
羅
陵
王
舞
譜
〕
か
ら
『
舞
楽
手

記
』
へ
―
」（『
詞
林
』
四
四
、
平
成
二
〇
年
）
等
参
照
。

（
8
）
〔
羅
陵
王
舞
譜
〕
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
陵
王
荒
序
』

考
―
『
教
訓
抄
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
―
」（
池
上
洵
一
氏
編
『
論
集

説

話
と
説
話
集
』
和
泉
書
院
、
平
成
十
三
年
）、「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
〔
羅
陵
王

舞
譜
〕
―
解
題
と
翻
刻
―
」（『
日
本
伝
統
音
楽
研
究
』
一
、
平
成
十
六
年
）

参
照
。
な
お
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
お
い
て
本
舞
譜
は
『
陵
王
荒
序
』
と
称
さ

れ
て
い
る
が
、
譜
の
内
容
か
ら
〔
羅
陵
王
舞
譜
〕
と
呼
称
す
る
。

（
9
）
『
楽
書
部
類
』（
特
一
〇
二
乙
・
七
）
二
二
冊
の
う
ち
、
第
十
冊
。

（

）
豊
家
本
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
7
）
神
田
氏
論
考
に
詳
し
い
。

10
（

）
春
日
本
、
内
閣
本
、
豊
家
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
7
）
神
田

11
氏
論
考
参
照
。

（

）
な
お
、
内
閣
本
で
は
、
欠
落
を
示
す
朱
線
に
重
ね
て
破
損
箇
所
の
春
日
本

12
の
文
字
の
残
画
を
そ
の
ま
ま
表
そ
う
と
し
た
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
が
、

翻
読
で
き
な
い
た
め
、
引
用
本
文
四
行
目
・
十
二
行
目
の
よ
う
に
﹇

﹈
で

示
し
た
。

付
記

本
稿
は
、平
成
二
五
年
度
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
学
研
究
費
補
助
金（
25370248）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
な
か
は
ら
・
か
な
え

神
戸
学
院
大
学
准
教
授
）
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